
こんにちは 日本共産党県議団です

　日本共産党長野県議団は６月９日、阿部

守一知事に新型コロナウイルス感染症対策

など７項目の要望を申し入れました。

　県議団はコロナ対策で▽救済措置の対象

にならない事業者・農業者に早急な救済制

度▽県市町村連携型の協力金支給▽長野県

立大学の学生の授業料免除、減免▽内定取

り消しの新卒者等の臨時採用▽病院の経営

悪化に最大限の支援と「地域医療構想」見

直し▽介護施設の支援を要望。また、米軍

機の危険な低空飛行の中止を県が求めるよ

う申し入れました。

　毛利団長は「休業要請、休校のダメージ

で地域経済、暮らしが困難を極めている。

第２波、第３波の医療・検査体制への万全

な対応をお願いしたい」と訴えました。知

事は「医療者の支援などをしっかり進めて

いきたい」と答えました。

　要望事項に対し各課長からは、県市町村

連携型の協力金について「担当職員の増員

を行った。一日も早い支給へ迅速な準備に

努める」と答弁。

　県立大学の授業料について、県側は国の

就学支援制度を踏まえたうえで「国の第２

次補正を受け、大学と連携し、いかなる支

援ができるか検討していきたい」と回答。

デイサービスの受け入れ制限等で介護崩壊

が懸念される介護事業については「クラス

ターに備えて、人を応援する仕組みの構築

を考えている」と答えました。

　補助金不正受給の問題発覚から５年が

経った大北森林組合。今年度まで集中的

に改革に取り組んでいます。

　森林作業に携わる技能職員も一時はほ

とんどいなくなる事態もありましたが、

立て直すために努力しているとのことで

す。

　党県議団は組合事務所で懇談後、松枯

れの山の現場も視

察。急傾斜の現場

で枯れた松を斬る

のは技術がいる仕

事で、伐採しても

秋まで山から持ち

出せないと説明さ

れました。

ご意見・ご要望をお寄せください。
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コロナ対策で、医療・検査対策の
万全な対応など要望

日本共産党長野県議団が知事に申し入れ

大北森林組合の
　　現場などを視察

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の

　
　
悩
み
、不
安
に
対
応
を

│
│
県
教
育
委
員
会
と
懇
談
│
│

　
コ
ロ
ナ
感
染
で
休
校
に
な
っ
て
い
た

学
校
の
再
開
を
前
に
、
共
産
党
県
議
団

で
は
教
育
委
員
会
か
ら
方
針
の
説
明
を

受
け
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
し

た
り
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
て
い
る
中
で
、

学
習
の
遅
れ
の
回
復
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
悩
み
や
不
安
に

し
っ
か
り
寄
り
添
う
対
応
を
求
め
ま
し

た
。

　
教
育
委
員
会
は
、
普
段
よ
り
て
い
ね

い
に
子
ど
も
た
ち
に
接
す
る
こ
と
や
、

詰
め
込
み
に
な
ら
ず
心
の
ケ
ア
が
大
事

だ
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
党
県
議
団
で
は
、
引
き
続
き
子
ど
も

た
ち
の
現
状
か
ら
出
発
し
た
対
応
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

阿部知事に申し入れ書をわたす
毛利団長



　四賀メガソーラー

（諏訪市）は国内有

数規模の太陽光発電

の施設計画。諏訪、

茅野市の住民から、

水源への影響を心配

する声や山林の大規

模開発による災害誘

発への懸念が出てい

ました。

　また、アセス準備

書について、諏訪、

茅野両市長が「適正

に評価されているとは言えない」などとする意見を県に提出。　全国各地でメ

ガソーラー建設のトラブルが相次ぐなか、長野県が全国初で太陽光発電を環境

影響評価の対象に加えたことで、事業者は「厳しい審査を通る可能性がない」

などと撤退を決めたといいます。
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　６月県議会では、市町村が発行するプレミアム商品券の販売・

配布への支援、ひとり親世帯への５万円給付(２人目からは３万

円)、県生活支援センター「まいさぽ」に９人の相談支援員の増員、

県民の支えあい観光誘客の宿泊割引とクーポンの販売促進事業な

どを議会初日に早期議決しました。

　さらに各委員会の審議を経て、感染者受け入れ病院の環境整備

と空床確保に必要な経費補助、医療活動や介護・福祉活動で利用

者の接触に従事する職員への慰労金支給（１人５～ 20万円)、感

染予防等衛生費の事業所購入経費の４月にさかのぼっての補助、

今後、衛生資材の県による配布、感染予防に取り組む小規模事業

者（理美容・エステ・療術・運転代行など）への支援金（10万円）、

中小企業低利子融資の大幅拡大など、多くの支援策が決まりまし

た。（詳細は長野県ＨＰを）

　党県議は、コロナ禍で食料を外国に頼る食料

自給率 37％の日本は窮地にたたされてしまう

懸念があり、農業県長野の農業を見直す機会で

はないかと質問しました。食料自給率 50％台

への引き上げを国に訴えるとともに、地域内消

費の推進や小規模農家への支援が必要だと指

摘。知事は「食料自給率の向上が図れるよう、

国には様々な施策の一層の充実を求めていく。

地域内での消費の促進、地域内経済循環の視点

を持って農政も取り組み、小規模農家への支援

は、信州農業生産力強化対策事業を通じて引き

続き支援していく」と答弁しました。

　新型コロナ感染予防対策をとり

ながらも濃厚接触が避けられない

介護現場では、利用者の自粛が 2

割になり介護収入が激減したとの

例もあり、県の手厚い支援が必要

だと党県議は指摘しました。

　また、もともと介護報酬での経

営は苦しく、職員不足の中、衛生

資材の購入などで負担が生じてお

り、衛生費の補てんや衛生資材の

迅速な支給を求めました。健康福

祉部長は、介護施設での衛生資材

購入への補助は４月にさかのぼっ

て対象とします。予防衣（エプロ

ン）など入手しにくい資材は、県

で購入し、迅速に配布したいと答

えました。

　コロナ禍で新自由主義のもたらした社会のもろ

さが明らかになり、社会保障・福祉に手厚い政治

に長野県から転換を目指すべき。新型コロナ対応

のため経営がひっ迫し、減収が月に１億円を超え

るような病院が相次いでおり、医療崩壊を防ぐた

めにも県の支援が必要だと党県議が質問。

　健康福祉部長は「感染症患者等受け入れのため

の空床確保料、施設整備支援、医療従事者への慰

労金や危険手当への補助を今議会に提案したがこ

れで十分と言い切れず、今後も医療機関の声を真

摯に受け止めて対応する」と答弁しました。
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日本共産党県議の一般質問から

新型コロナ対策で　県民の声を県政に届けて実現しました


